
２ 酸と塩基の反応・・・・・（ 中和 ）反応

Ａ 中和反応

≪中和のしくみ≫

（例）塩酸（ＨＣｌ）と水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）の反応

水中で ＋ －
ＨＣｌ ・・・・・ Ｈ Ｃｌ Ｈ ＋ Ｃｌ

（ 電離 ）

水中で － ＋
ＮａＯＨ ・・・ Ｎａ Ｏ Ｈ Ｏ Ｈ ＋ Ｎａ

（電離 ）

反応をまとめると、 Ｈ Ｏ Ｈ ＋ Ｎａ Ｃｌ

ＨＣｌ ＋ ＮａＯＨ → （ Ｈ２Ｏ ）＋（ ＮａＣｌ ）
（ 水 ）（ 塩化ナトリウム）

一般式で表わすと 酸 ：Ａｃｉｄ

ＨＡ ＋ ＢＯＨ → （ Ｈ２Ｏ ） ＋ （ ＢＡ ）
（ 酸 ）（ 塩基 ） （ 水 ） （ 塩 ） 塩基：Ｂａｓｅ

中和とは、酸と塩基から、水と塩ができる反応

酸、塩基、塩は水溶液中で電離している。上の一般式をイオン式で表わすと

Ｈ＋ ＋ Ａ－ ＋ Ｂ＋ ＋ ＯＨ－ → Ｈ２Ｏ ＋ Ｂ＋ ＋ Ａ－

Ｈ＋ ＋ ＯＨ－ → Ｈ２Ｏ
（水素イオン） （水酸化物イオン） （ 水 ）

中和とは、酸の水素イオンと塩基の水酸化物イオンから水ができる反応

練習１ 次の酸と塩基の中和反応式を書きなさい。また、生ずる塩の名称を書きなさい。

(１) ＨＣｌ ＋ ＫＯＨ → Ｈ２Ｏ ＋ ＫＣｌ 塩化カリウム

(２) ＨＮＯ３ ＋ ＮａＯＨ → Ｈ２Ｏ ＋ ＮａＮＯ３ 硝酸ナトリウム

(３) ＣＨ３ＣＯＯＨ ＋ ＮａＯＨ → Ｈ２Ｏ ＋ ＣＨ３ＣＯＯＮａ 酢酸ナトリウム

練習２ 次の塩は、どんな酸と塩基が中和が中和したものか。化学式で答えよ。

(１) Ｂａ Ｃｌ２ Ｂａ（ＯＨ）２ と ＨＣｌ 水酸化バリウムと塩酸

(２) Ｃａ ＳＯ４ Ｃａ（ＯＨ）２ と Ｈ２ＳＯ４ 水酸化カルシウムと硫酸

Ｎ.Ｏ.２６
≪中和反応の量の関係≫

中和 ・・・ Ｈ＋ ＋ ＯＨ－ → Ｈ２Ｏ

＋ －
Ｈ Ｏ Ｈ Ｈ Ｏ Ｈ

ｍ個 （ ｍ ）個 （ ｍ ）個
１ ： １

つまり、中和する量の関係は、（ Ｈ＋の個数 ）＝（ ＯＨ－の個数 ）

かたまりで考えよう・・・（モル数 ）
１モル・・・６．０２×１０２３個・・・式量（ｇ）

中和反応の量の関係は （ Ｈ＋のモル数 ）＝（ ＯＨ－のモル数 ）

〔例題〕 硫酸（Ｈ２ＳＯ４）と水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）の中和反応を考えてみよう。

(１) 硫酸と水酸化ナトリウムの中和反応の化学式を書きなさい。なお、硫酸と水酸化ナトリ
ウムは完全に反応するものとする。

（ヒント：Ｈ＋とＯＨ－の数が同じになるように係数を合わせる）

Ｈ２ＳＯ４ ＋ ２ＮａＯＨ → Ｎａ２ＳＯ４ ＋ ２Ｈ２Ｏ

(２) ４.９ｇのＨ２ＳＯ４をちょうど中和するＮａＯＨは何ｇか。
式量はＨ２ＳＯ４＝９８、ＮａＯＨ＝４０とする。（ヒント：反応式の係数は、モル数の比を表す）

Ｈ２ＳＯ４ ＮａＯＨ
モル数の比は （ １ モル） ： （ ２ モル）

重さの比にすると （ ９８ ｇ） ： （ ２×４０ ｇ）

１/２０ １/２０
この問題では （ ４.９ ｇ） （ ４ ｇ）

(３) 生成した塩は何ｇか。原子量はＯ＝１６、Ｎａ＝２３、Ｓ＝３２とする。

生ずる塩Ｎａ２ＳＯ４ の係数は１なので、Ｈ２ＳＯ４と同じモル数となる。
上の計算を見るとＨ２ＳＯ４ は０．０５モルとなるため、Ｎａ２ＳＯ４も０．０５モル
Ｎａ２ＳＯ４の式量は１４２（１モルは１４２ｇ）なので、１４２×０．０５＝７．１ｇ

練習３ 次の酸と塩基の中和反応式を書きなさい。また、それぞれの反応で、酸０．１モルと反
応する塩基は何ｇか。原子量はＨ＝１、Ｏ＝１６、Ｃａ＝４０、Ｂａ＝１３７とする。

(１) 水酸化カルシウムと塩酸

Ｃａ（ＯＨ）２ ＋ ２ＨＣｌ → ＣａＣｌ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ

係数の関係から、Ｃａ（ＯＨ）２ は０．０５モル。Ｃａ（ＯＨ）２＝７４
０．０５モルの重さは、０．０５×７４＝３．７ｇ

(２) 硫酸と水酸化バリウム

Ｂａ（ＯＨ）２ ＋ Ｈ２ＳＯ４ → ＢａＳＯ４ ＋ ２Ｈ２Ｏ

係数の関係から、Ｂａ（ＯＨ）２ は０．１モル。Ｂａ（ＯＨ）２＝２７１
０．０５モルの重さは、０．１×２７１＝２７．１ｇ
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